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1ま え が き

ソンゴのわい化栽培においては養水分の競合の面から,

樹冠下を清耕で管理することが望ましいとされているが,

生育期間中常にこのように維持管理することは枝の発出部

位が低いことや,密植されていることなどから労力を多く

要する。この試験はM26,MM106,マ ル く́台ふじを植栽
した園において,樹令をかえて樹冠下を清耕から草生に移

行した場合の樹体生育,葉中成分,生産量,果実品質への

影響について調べ,全面草生法移行への適IEB令を台木別

に明らかにし,わい化栽培における樹令にあった草生管理

法を決定するために行つているものである。

2 調 査 方 法

1 幼木 (1-3年生樹 )の場合
オーチャード,ク ロー く́を帯状に混合草生した有効土層

の浅い (約 30%)第 二紀残積土壌に51年 11几 Nf26,MMlい ,

マル く́台ふじを植栽した。M26,MM106-一 草生区10本 ,

清耕区10本,マルパー 草生区 3本 .清耕区 7本。

2 結実初期(4-5年生樹 )の場合
表層が腐植質火山灰で,50～6002か ら粘礫層の排水のよ

い水田転換土壌 (果試第二ほ場 )に 48年春,M%‐ 5π ×
3m,MM 106,マ ル´ヾ-5m× 457の裁植距離で着系
ふじ(秋ふ 1)を居つぎし,M26は 19/列 ×4夕1,MM106,
マル′くは13本/列×4列を植栽した。51年までベントグラ

ス全面草生とし,52年各台木とも3列を巾2■ で樹冠 ドの

草生を除去し清耕にした。今後, 3年 ごとに 1列ずつ草生

にもどし,樹令と卓生管理法の関係について検討していく。

調査は幼木では全樹を. 2は樹高,開張,幹周は全樹 ,

新給長,頂芽数,果実品質,葉中成分は各列 3～ 4本を調

査し,着果数は結実樹の平均でみた。また,上壌水分は草

生区,清耕区の深さ300Zの位置をテンションメーターで測

定した。

3結 果 と 考 察

1 幼木における生育のちがい

清耕区の台木別の/L育は樹高.開張,幹周,総新梢長と

もマル´ヾ>MM 106>M26の順序であつたが,草生区では
1年日から生育が抑制された。特に,開帳,総新梢長で清

耕区との差が大きく,開帳ではM26が 744%, MM 106で

673%,マル′く587%,総新檎長ではそれぞれ 695,634,

493%であった。この傾向は2年 目でもはは同じであつた
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ャード区,オ ーチャード・ クローバー区)の生育への競合

現象は初年度よりはむしろ2年ないし3年 目に強くあらわ

れ,伸長量は20～50%ま で低下したが, 4年 日以降はその

程度が軽くなつてきたとしており,この時期の生育抑制が

強いことを指摘している(表 1)。

表 1 草生管理法と生育 (樹令 1-2年 )

また, 2年 目から草生区と清耕区の葉色の推移に差がみら

れ,草の生育が庄盛な 6月 下旬では各台木とも草生区が清

耕区より葉色が薄かった。10月 上旬では清耕区の葉色が薄

くなつたが,草生区では逆に濃くなり逆転した。この秋期

の葉色の差は翌年の展葉時の葉色にも差を与え,清耕区の
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ヽの直接吸収と,草生による保時,還元というプロセスの

*54年 5月 調査,各区 3樹の平均色
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違いを示してヽヽると考えられた。はた,GREENHAMPは
清耕区で乾燥年にクロロシスがみられたことを報告してお

り,53年の 7～ 9月 までの乾燥も一因かもしれない。草生

区の樹は一般に幹からの側校の発生数が少なく,平均発出

角度も狭かつたが,草生による樹勢の低下が水平枝の発生

を少なくしたものと考えられた (表 2)。

2 結実初期の樹に対する影響
結実初期の樹でも樹冠下を清耕に管理しはじめた年から

草生区との生育差が認められた。M26,マ ルバでは開張,

幹周,頂芽数で翌年さらにその差が明瞭になつたが,幼木

の場合とは異なりその程度は小さかつた。葉色,葉中無機

成分では各台木とも清耕区に比較し,草生区の葉色が淡く,

N含量も低かつたが,逆にP,Kは高く,特に Pは約 2倍

の含量であつた。また,C8,Mgは 管理法による含量差は

認められなかつた (表 3)。

3 土壌水分の推移

草生による土壌水分の競合については今まで指摘されて

きたとおりであつたPl召和53年は降雨量が少なく,乾燥し

た年であったが,こ のことを反映し,テ ンションメーター

指示値にも大きな差が認められ 特に果実肥大期の 7～ 9

月でその差が明らかであつた。したがつて,降雨量の少な

い場合,根群分布の浅いわい台は土壌によつては水分競合

による生育への影響も無視できないものと考えられる。

4 ま  と  め

草生区の樹は各台木とも清耕区に比較し,植栽 1年 目か

ら生育が抑制された。 3年生樹における幹からの側枝数も

少なく,発出角度の狭いものが多かつた。葉色は生育中期

以降やや濃くなり,清耕区とは明らかなN利用の違いが認

められた。結実初期の樹ではM26が草生による生育,着果

数への影響を強くうけた。葉中成分ではN含量が低下し,

P,Kは逆に高まつた。土壌水分は常に低く経過し,早ば

つ時にl■水分競合が著しかつた。しかし,果実の着色は清

耕区に比べむしろ良好であつた。これらのことから,有効

土層の浅い土壌や,わい化力の強い台木では日標樹形の確

立時までは樹冠下を着がで管理することが生産量の点から

も望ましい。
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4-5年 )

着果数,果実品質ではM26で清耕区の着果数が多く, 1

果重も重かった。これは頂芽数が草生区より多く,葉中N

¢が高いことによるものであろう。しかし,地色や着色は

草生区がすぐれており,Nの競合が品質にはよい結果を与

えていたが,糖度やリンゴ酸ではその差は認められなかつ

た

私′Rま清耕 と草生回における葉中成分間の比較で,Nに
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ない Pの明らかな増加を認めており,樹令や土壌によつて,

Nと Pの措抗や,Kの草生下における利用率の差が出てく

るものと思われる。しかし,N以外の葉中成分については

まだ不明な点が多く更に検討を要する。

表 3 草生管理法と生育 (樹令


